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Ⅰ 新領域創成科学研究科の教育目的と特徴 

 

１ 新領域創成科学研究科の教育目的は、学術の融合を通じて新たな学問体系の創成を目

指して教育と研究を行い、これまでの分野細分型の学部・研究科組織では解決できない

エネルギーと情報、生命科学、環境などの融合的な分野に問題解決能力を持った国際性

豊かな人材を養成することにある（資料 25－１：東京大学大学院新領域創成科学研究科

規則（抜粋）と各専攻の理念）。 

 

２ 本研究科は、学内各研究科から学融合の理念により分野と教員を本研究科に集結させ、

基盤科学研究系、生命科学研究系、環境学研究系の３研究系及び情報生命科学専攻に整

理し、これまでにない新しい組織と教育内容による教育を行っている（資料 25－２：研

究科の基本的組織：平成 20年度、P25－６）。キャンパスは柏地区に集結し、本学の３

極構想の中で、伝統的分野を深化させる本郷、先端的発展を目指す駒場に対して、柏キ

ャンパスでは学融合による新しい学問の創成を目指している。 

 

３ 基盤科学研究系では、物理工学、応用化学、材料工学、エネルギー科学、航空宇宙工

学、プラズマ科学、電気工学、情報学、数理工学、制御工学、非線型科学、地球惑星科

学など多岐にわたる分野の教員が、他部局の協力講座、学外の連携講座の教員と共に、

既存の分野の壁を越えた学融合による新たな領域の創成を通して��

線

座に

員座

に

存座

に

の

し

越

指し

、

��

織

分

 

３３

究

基

科合学研究系で

学

他

成

、

教

い

教

工研

他

を研工

教

野

の

い

マ想

学

、

地

科合学研

越

他

野料、

多

ギ

ギズ

ギ成

的

多

ギ

教

い

他

盤

教

ギズ

用

化

教

い

目

を合

グ

学�

並

共な

のの

をギ

い他

の

学

い

応、

㌀

応

越教��創

場

創学�

㌀
並

球

宇

存

を既

盤

創究

工

越合

学 、学学

の

を

学

創場

学

並

既

学��　ぴじ　ねめぱぴじ
》

「〇づこ�応

の外のの教

学

い

学

い

を

線

たな

学

、

を

を

合

地

研

既

並

ラ

越の既

成

、

他

、

い

他

を

の既

を

既

並並

る

をい

い

教

地

科

既

宇

の に

ラ

い

に

』�　、�　ぴじ　　学研い合

学

他

既

並

る

教

ラ

る

研

を

並

い

学

いい

グ

の

㌀㌀

い

グ

の

㌀

で

たな

グ

㌀
学

の

を

工い

を

い

ル

工い

を

教

㌀
学

、

グ

、

に

ラ

系

学

他

合既

学

の既

究

ラ

究

成

、

学い

㌀

他

他

を

外

化

る

教

化

他

究

教

並

い

成

、

い

研研

ラ

他

ル

ラ

の既

成

、

越教�

他

を

究究い合

学

他

既

並

教教

ラ

い

の

並

既既

並

教の教

学

い

学

い

他

既

並

学

教

学

い

応

系

外

な

学

い

研

教

い

応

学

の

に

い工応

学

の

工

㌀

い

教

既

い

並

な

教

たな

学

に

通しの既

成

、

を

外外

の

の、

応

工
他教

い

研

成

、

学

に

い研

他

い
工

通既

いにラ、のラにいの通研�研にい成研、いい

研通

化

既

を

い既

既

の

の
成

通

系

系



東京大学新領域創成科学研究科 

－ 25-3 － 

している。また、卒業生を受け入れた官公庁、企業、国際機関等では新しい分野を開拓

する指導的人材の育成を期待している。 

 

（資料 25－１：東京大学大学院新領域創成科学研究科規則（抜粋）と各専攻の理念） 

 

 

 

 

 

 

  
（各専攻の理念）       
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メディカル 

ゲノム 

分子生物学的アプローチによる生命活動の解明は、ゲノム解読でひとつの

頂点に達し、私たちはこれまでに無かった確かさで

また
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（資料 25－４：柏の建物の概要） 

建物面積（単位：㎡）

棟計

先端生命科学研究棟 8,853

基盤科学系研究棟 16,859

基盤科学系実験棟 5,854

環境学系研究棟 21,032

情報生命科学実験棟 1,056

合計 52,598

棟名称



東京大学新領域創成科学研究科 分析
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分析項目Ⅱ 教育内容 

(１)観点ごとの分析 

観点 教育課程の編成  
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観点 学生や社会からの要請への対応 

 (観点に係る状況) 

様々な社会からの要請や学術の発展動向に対しては、組織の基本構造の改訂や教育プロ

グラムの開設により対応している（別添資料 25－１：教育プログラム、P25－22）。いずれ

もエネルギーやサステイナビリティなどの研究科の理念に謳われている新分野の開拓のた

めであり、また半数以上が外部資金によるもので、社会の要請に対応したものといえる。

これらのサブプログラムに対する学生の参加も多い。環境 MOTプログラムの修了生の主な

就職先は、プログラムの内容と密接な関連の官公庁、企業などが多く、社会的な貢献も大

きいと考えられる。（資料 25－13：環境 MOTプログラム修了生と主な就職先）。 

学生の要望の強い海外留学については、協定校を設けて単位の互換や授業料の免除など

の特典を与えている（資料 25－14：協定校等との連携：平成 18、19年度合計）。学生は国

際交流室のサポートを受けて、欧米の協定大学に留学している。 

 

（資料 25－13：環境 MOTプログラム修了生と主な就職先） 

修了年 修士 博士 合計 主な就職先

平成17年 40 3 43
環境省、特許庁、神奈川県、日本総合研究所、野村総合研究所、
東京ガス、NTT、三井海洋開発、他民間企業

平成18年 78 2 80
(財)化学物質評価研究機構、東レ、東京電力、アーサー･D･リト
ルジャパン、アクセンチュア、エックス都市研究所、日本IBM、
全国労働共済生活共同組合連合会、他民間企業

平成19年 69 1 70 (財)日本エネルギー研究所、NTT、他民間企業

 
 

（資料 25－14：協定校等との連携：平成 18、19年度合計）        単位：人 

国名 大学名
日本からの
留学

日本への
留学

備考

フランス パリ・ラヴィレット建築大学 1 1
日本・EU留学生交流パイロット
プロジェクト(AUSMIP)による

ベルギー サンリュック建築大学 2 1 同上

ポルトガル リスボン工科大学 2 1 同上

オランダ デルフト工科大学 1 0 同上

フランス INSA Lyon 0 8

オーストラリア シドニー大学 1 0

イギリス ダーラム大学 1 1 日本への留学は研究員

8 12計
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分析項目Ⅲ 教育方法 

(１)観点ごとの分析 

観点 授業形態の組合せと学習指導法の工夫 

(観点に係る状況) 

講義、演習、実験、インターンシップ、研究と多彩なカリキュラムとしている。 

自然環境学専攻では地球規模の環境問題の解決と新たな自然環境を創成するための教育を

行っている。そのため自然環境論、水環境論、海洋物質循環論など陸域から海洋にわたる

幅広い自然環境を対象とした講義に加えて、これらの内容に合わせたフィールドワークを

中心とする森林生態学、環境地形学、海洋環境学などの多岐にわたる野外実習を 19科目実

施し、自然環境を総合的に探求できる人材の育成を目指している（別添資料 25－２：授業

科目表：自然環境学専攻（陸域環境学コース）の場合、P25－23）。科目名で森林、地形、

海洋などの分野は明示され、それらの講義、演習、実習（フィールドワーク）と組み合わ

せて履修することで各専門分野の履修モデルとしている。農学生命科学研究科附属演習林、

海洋研究所大槌臨海研究センターでの調査実験や、学術研究船を利用した外洋での体験型

プログラムも実施している。これまでにない陸域と海洋環境の融合的な教育を行っている。 

複雑理工学専攻では、修士はコアプログラムに複雑系の基礎的な内容を扱う授業を配し、

脳、通信・符号化、自然現象、物質科学、情報科学などの各論の複雑系の授業がその外枠

を埋める構成をとる。先端生命科学専攻では、スキルの向上を目指して英語特論、英語演

習、解析機器学、科学倫理論などのユニークな授業を行っている。 

情報生命科学専攻では、資料25－15に示すようにバイオインフォマティクス教育が学部

で教えられていない現状に鑑み、修士課程入学後半年は基礎力をつけさせるため学部教育

の受講を奨励し、本研究科でも情報生命科学基礎Ⅰ及びⅡを生命系並びに情報系出身者に

対して設けている。 

 

（資料25－15：情報生命科学の履修） 

 
 

全専攻がウェブサイトにシラバスを作り、学生が正確に科目の選択や勉強ができるよう

になっている （別添資料 25－３：シラバスの実例、P25－24）。 
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し、学生の個別指導を重視している。 

先端生命科学専攻では、インターネットを活用した授業ビデオアーカイブを擁し、多様

な内容の講義を全学開放科目としてオンデマンドで聴講することを可能としている(資料

25－16：先端生命科学専攻の「東京大学全学開放科目：超横断的バイオ人材育成プログラ

ム」、別添資料 25－1：教育プログラム、P25－22)。 

 

（資料 25－16：先端生命科学専攻の「東京大学全学開放科目：超横断的バイオ人材育成プ

ログラム」） 
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（資料 25－18：学生の海外出張補助制度による渡航者数） 

0

20

40

60

80

100

平成16 平成17 平成18 平成19

申請数 
(件数)

採択数 
(件数)

 

趣旨

主な渡航の目的

学生の国外における学会報告及び各種研究上の調査に対し学術研究奨励金を給付し、
国際学術交流及び研究の充実を図るものとする。

学会に参加、国際会議に参加、現地調査、現地での実験

加上に上
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（資料 25－22：�5



東京大学新領域創成科学研究科 分析項目Ⅳ 
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先
端
生
命 

  (1) 日本哺乳動物卵子学会
論文賞 

(1) 日本遺伝学会第 78回大
会 BP 賞 

(1) 日本繁殖生物学会 JRD
優秀論文賞 
(2) 第 23 回日本霊長類学会 
最優秀口頭発表賞 
(3) PNAS 誌論文掲載 筆頭
著者 
(4) 第 21 回先端技術大賞  
特別賞 
(5) The best student poster 
award, the IV European 
Phycological Congress 
(6) 第 58 回日本蚕糸学会関
東支部大会 学生優秀発表賞 
(7) 日本繁殖生物学会 優秀
発表賞 
(8) 2008年度日本植物病理
学会 学術奨励賞 
(9) Interaction between 
the membrane protein of a 
pathogen and insect 
microfilament complex 
determines insect-vector 
specificity 掲載 

自
然
環
境 

(1) 日本地理学会  研究奨励
賞 

(1) (社)環境情報科学センタ
ー 学術委員会委員長賞 

(1) 日本陸水学会第 71回松
山大会  ポスター賞 
(2) 樹木医学会大会  ベストポ
スター賞  

(1) 農村計画学会 2007年度
春期大会  ポスター賞 

人
間
環
境 

(1) Young Investigation's 
Award (3rd prize), The 
31st International 
congress on 
Electrocardiology 
(2) Young Investigator 
Award, 6th Asian-Pacific 
Conference on Biomedical 
Engineering(2005 
Tsukuba) 
(3) 平成 19年度日本心臓財
団 研究奨励・若手研究者研
究奨励 

(1) 日本コンピューター外科
学会 講演論文賞 
(2) 日本伝熱学会  学生優秀
プレゼンテーション賞 

(1) Best Presentation 
Award, The 3rd Asian 
Conference on 
Refrig

ine

ion
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東京大学新領域創成科学研究科 分析項目Ⅳ 

－ 25-18 － 

（資料 25－23：平成 19年度学生による授業評価の例） 

専攻 人間環境学 

科目番号 170-35 

科目 人間人工環境特別講



東京大学新領域創成科学研究科 分析項目Ⅳ．Ⅴ 

－ 25-19 － 

修士論文などの研究レベルが高く、学会賞などを受賞する学生も多く、学生自身による

評価も高いと考えられる。 

また、サブプログラムについては、資料 25-13（P25－11）や別添資料 25-１（P25－22）

に示すように、参加者数も多く、学生の評価は高いと考えられる。 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 
(水準) 期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由) 学生が身につけた能力や資質という観点からは、準備した教育内容を履修し

て、多くの学生が標準修業年限内に修了しており、また、その間に身につけた学力は多く

の学生の受賞として現れている。このことから、日ごろの研究指導も効果を上げていると

考えられる。また、多くの教育プログラムを実施しているが、これに対して学生は積極的

に取り組み、多くの修了者が出ていることから、学業の成果に関する学生の評価も高いと

いえる。 

 

分析項目Ⅴ 進路・就職の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 卒業(修了)後の進路の状況 

(観点に係る状況) 

平成 19年度の調査によると、修士課程では企業の技術・研究業務に就く者が中心であ

るが、博士進学者や研究職に就く者も多い。博士課程修了者は研究や教育職に就く者も多

く、後進の育成に成果を上げている（資料 25－24：平成 19年度修了者進路と分野別比率）。 

資料 25－13（P25－11）にも見るように、大学院での専門に近い分野に就職する者も多く、

人材育成の目的が達成されているといえる。 

 

（資料 25－24：平成 1

12

がて
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東京大学新領域創成科学研究科 分析項目Ⅴ 

－ 25-20 － 

観点 関係者からの評価 

(観点に係る状況) 

平成 19年度末に修了生の就職している企業 87社に対してアンケートを送付し、28社か

らの回答を得ている。約 80％の企業で、大学院時代に学んだ専門知識が十分に発揮されて

いるとし、今後も採用したいとの意向である。また企業からの自由意見には本研究科の卒

業生の資質・能力として、「基礎力がある」、「専攻分野の境界線がフレキシブルで従来の枠

組みを超えた研究の雰囲気を感じる」など、研究科の教育理念が実現されていることを示

すものがある（別添資料 25－８：就職先企業へのアンケート 内容と結果、P25－30）。 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由 
(水準) 期待される水準を大きく上回る。 

(判断理由) 学生の就職や進学については、ほぼ全員が希望どおりの就職や進学をしてい

る。教育・研究的分野に進む者も多い。 

関係者からの評価としては、企業に対してアンケートを実施したが、企業からの評価も

高く、本研究科の修了生として他にない独自の視点や資質を持つことが歓迎されている。 

 

 



東京大学新領域創成科学研究科 

－ 25-21 － 

Ⅲ 質の向上度の判断 
 

 

①事例１「組織の体系的整備」（分析項目Ⅰ） 

（質の向上があったと判断する取組） 

メディカルゲノム専攻、海洋技術環境学専攻など新しい教育研究分野を設置し、また、

環境学研究系については平成 18年度当初に５専攻化を行うなど、教育体系の明確化を行い、

学融合を目指した組織的整備を実行している。 

また、国際化や学生の要望のために平成 16年に国際交流室を設置し、また、平成 18年

度からは国際連携本部柏 IO推進室を設けるなどの整備も完了した。 

平成 16年度以降のこれらの成果により、基本組織や施設、教育システムが安定し、学

生の募集も順調で、外国人留学生も増加している。 

 

②事例２「各種サブメージャープログラムの開設」（分析項目Ⅱ） 

（質の向上があったと判断する取組） 

専攻の基本的な教育課程のほかに、新しい教育システムとして環境 MOT、核融合研究教

育プログラムなど 10件の教育プログラムを実施し、多くの学生が参加している。 

また、サステイナビリティ学教育プログラムは全学のサステイナビリティ学連携研究機

構の教育機能を担い、内容的にも組織的にもこれまでにない横断的な教育課程としてサス

テイナビリティ学の学位を授与している。 

法人化後に整備されたこれらのプログラムにより、学生は専攻分野以外の分野を履修し、

幅広く融合的な知識を得て　
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